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No. 事業名 団体名 総事業費 市の支出 団体の支出 公益性 市民ニーズ 必要性 相乗効果 役割分担 団体の特性 実施体制 所見

1 地域安心安全巡回モデル事業
特定非営利活動法人
日本犯罪防止事業団神奈川県
本部小田原支部

1,370,000 1,000,000 370,000

2 「駅からガイド」事業
特定非営利活動法人
小田原ガイド協会

1,350,578 950,978 399,600

3
市民と共に創る障害者地域交流活動
プラザ

特定非営利活動法人
サポートＫＡＺＥ

2,692,000 1,000,000 1,692,000

4
「みんなの居場所、プレイパークづく
り」事業

ｐｐ＠seisho 749,000 665,000 84,000

5 海岸の普及に関する事業
特定非営利活動法人
海のネットワーク

2,834,200 727,200 2,107,000

6
食育を通し地域ぐるみで取り組む青
少年健全育成

特定非営利活動法人
命を大切にする小田原を創る会

670,000 560,000 110,000

7
外国出身者への日本語指導及び教
育支援

日本語教室いろはの会 742,900 442,400 300,500

8
おばあちゃんの家のような家庭環境
再現型学童保育事業

学童保育所　ＮＥＳＴ 3,150,000 795,000 2,355,000

9 間伐材引き出し・活用・減災事業
特定非営利活動法人
子どもと生活文化協会

1,285,770 1,000,000 285,770

10 小田原グリーンプロジェクト 下府中コミュニティＳｈｉｎ２ 1,250,000 1,000,000 250,000

事業が多くの市民に開かれ、公益性・社会貢献性の高い事業となっているか

事業の目的や課題を適切に捉え、市民ニーズに合った質の高い公共サービスが提供できるか

公益性

市民ニーズ

必要性

相乗効果

役割分担

事業実施に必要な構成員が十分であり、事業の確実な遂行が期待できるか
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団体の特性

実施体制

　・各項目について、それぞれ5点満点で採点してください。
　・意見等があれば「所見」欄に記載してください。

○留意点　　

○選考の視点

市が協働事業として取り組む必要性が認められるか

協働による相乗効果が期待できるか

市との役割分担は適切であり、それぞれの特性を活かした役割分担であるか

事業を実施する上での特性（専門性や先駆性など）を有しているか。また、団体の特性を生かした事業提案となっているか
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